衣 ハ ー ド ディ スク ・ イ ンス トー ル の 方 法 


お 手持 ちの ハー ド デ ィ スク に 適当 な ディ レク トリ を 作成 し ます 。 
ここ で は 、A: 及び B: が それ ぞ れ フロ ッ ピ ー ド ライ ブ 1 、2 で あり 
(内 臓 ド ライ プ ) 、 ハ ー ド ディ スク ドラ イブ が C: で アク セス され 、 
PoP2 と いう ディ レク トリ を 作成 する こと に し て 説明 し ます 。 


1 ) まず 、 ポ ビ ピュ ラス 2 を イン スト ー ル する ディ レク トリ を 作成 し ます 。 
( 部 分 を キー 入力 し ます ) 


A>c : 
C>mkdir pop2 


>cd \pop2 
2 ) 次 に 、A: の ポピュラス 2 の 起動 ディ スク と B: の ポ ビ ュ ラ ス 2 の デー タ 
ディ スク の 内 容 を ハー ド デ ィ スク に コピ ー し ます 。 
! ーッ 
C>xcopy い a:\\ 〆 の :\pop2 ノ s 
C>xcopy b :¥ C: 導 pop2 グ s 


これ で 、 必 要 な ファ イル が すべ て ハー ド デ ィ スク に コピ ー さ れ ま す 。 


3 ) ハー ド デ ィ スク 上 の CONFIG.SYS の 内 容 を 、 以 下 の よ うに 変更 し ま 
す 。 古い CONFIG.SYS は 、 名 前 を 変え て 保存 し て お いて くだ さい 。 


{files =2 0 
buffers=20 


これ 以外 の 設定 は で きる だ け 、 し な いで 下さ い 。 


※ メ モリ 管理 用 ドラ イ バ は 絶対 に 組み 込ま な いで 下さ い 。 
(himem. sys, emm386. exe 等 ) 
DOS エ クス テン ダー が 、 プ ロ テ ク トメ モリ を 認識 で き な く な り ま す 。 


4 ) ハー ド デ ィ スク 上 の AUTOEXEC.BAT を 、 で きれ ば 消去 し て くだ さ 

い 。 

PC980 1 の リセ モット ボタ ン を 押し て 、 ハ ー ド ディ スク か ら 再 起動 
し ます 。 

ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 さ れ た の で 、 先 ほど C: と な っ て いた ハー ド 

ディ スク が 、A: に な っ て いる は ず で す 。 こ の 状態 で 、 フ ロッ ピー ドラ 
イブ 1 、2 に ポピュラス 2 の フロ ッ ピ ー を 挿入 し て お き 、 次 の よう に 
操作 を し ます 。 
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A>cd \pop2 9 


C1 
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A>popdryv 


これ で 、 ゲ ー ム が 開始 きれ ます 。 


文 対戦 モー ド の 注意 事項 (続き ) 


3 ) 対戦 モー ド を プレ イ し て いる 時 に は 、 ペ イン トマ ッ プ を 使用 する こと 
は で きま せん 。F 7 キー、F 8 キー も 使用 する こと が で きま せん 。 


4 ) 「 ポ ピュ ラス 2 」 の 通信 対戦 モー ド は 、 他 の ソフ ト に 比べ て か な り 複 
雑 な デー タ の や り と り を 行っ て いる た め 、 非 常に デリ ケー ト で す 。 


な る べく 、 電 波 干 渉 の 多い 場所 や 、 高 層 ビル 内 等 で の 使用 は 避け て く 
だ さい 。 


